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材料分野

本手法を用いることで、簡単に、成形品の形状に依存せずに残留応力を評価できるようになると期待されます。

研究目標と結果

問い合わせ先：栃木県産業技術センター 県南技術支援センター TEL 0283(22)0733

研究目標

まとめ

●ばらつきは大きいが、残留応力が大きいほど、ΔH差は大きくなる傾向が見られた。
● ΔH差の精確性を向上することで、DSCを用いた残留応力評価は可能と期待される。

背景

成形工程中に生じる樹脂成形品の残留応力は、変形・破壊等の原因と
なる。そのため高品質な成形品の製造には、残留応力評価が必要であ
るが、既存の評価法には、有害な溶剤を使用することや、成形品形状に
制限があること等の課題がある。本研究では、示差走査熱量計（DSC）
により検出されるエンタルピー緩和と残留応力の関係を調べ、操作が比
較的簡単なDSCを用いた残留応力評価の実現可能性を検証した。

実施内容

① 試験片の作製 ② 試験片の残留応力測定（溶剤浸漬法）

残留応力が大きいほど、ΔH差は大きくなる傾向有。ΔH差は保圧が高いほど大きく、アニール処理により小さくなる傾向が見られた。
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④ エンタルピー緩和と残留応力の関係③ 試験片のDSC測定

試験片の残留応力は、保圧が高いほど大きく、アニール処理により減少した。

ポリカーボネート（PC）を射出成形し、
得られた成形品をゲートカットしてダン
ベル型引張試験片を作製した。

● DSCにより検出されるエンタルピー緩和由来のピーク面積（ΔH）について、試験片の表面と内部の差
● （ΔH差）を算出し、残留応力との関係を調査することで、DSCを用いた残留応力評価の実現可能性を

●検証する。


